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I. 営業の概況 

事業報告書 

2025 年 4 月  1 日から 

2026 年 3 月 31 日まで 

1. 銚子スポーツタウン関連施設の整備状況、営業の経過並びに成果及び今後の課題 

(1) 銚子スポーツタウン関連施設の整備状況 

ピーク時における宿泊需要への対応および受入体制強化を図るため、40名規模の

宿泊棟を増設いたしました。 

また、競技環境の向上を目的として、くろしおかもめ球場内野へナイター照明を

増設するとともに、両球場内野において黒土補填および排水性改善工事を実施いたし

ました。 

さらに、利用者の快適性向上のため、浴槽昇温工事を実施したほか、室内練習場

の照明をLED化し、省エネルギー化と照度向上を図りました。 

 

(2) 営業の経過及び成果状況 

当事業年度における我が国経済は、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進み、人

流や観光需要、スポーツ・教育関連活動も回復基調で推移いたしました。一方で、物価

上昇やエネルギー価格の高騰、人件費上昇など、依然として厳しい経営環境が続いてお

ります。 

このような状況の中、当社は「スポーツを通じた地域活性化」を基本方針として、ス

ポーツ合宿、大会、研修、教育旅行等の受入強化に努めるとともに、施設環境の整備と

サービス向上に取り組んでまいりました。 

施設整備では、ピーク時の宿泊需要に対応するため40人規模の宿泊棟を増設し、くろ

しおかもめ球場内野へのナイター照明設置、両球場内野の黒土補填及び水捌け改善工

事、浴槽昇温工事、室内練習場照明のLED化などを実施し、利用環境の向上を図りまし

た。 

営業面では、野球を中心としたスポーツ合宿利用が好調に推移し、夏季を中心に高い

稼働率を維持いたしました。また、銚子黒潮野球塾や各種スポーツイベント、企業研修

等の開催により施設認知度が向上し、リピーター利用や新規団体利用の拡大につながり

ました。 

その結果、宿泊者数は11,031人となり、開業以来最高を更新いたしました。売上高は

148,486千円となり、前期比21.7％増加いたしました。営業利益は17,731千円、経常利益

は11,524千円となり、開業以来初めて本業における安定的な黒字化を達成することがで

きました。 

一方で、燃料費や食材費、人件費等の上昇に加え、施設老朽化に伴う修繕費の増加な

ど、今後の課題も見えてきております。当社といたしましては、引き続き施設価値の向

上とサービス品質の充実を図り、スポーツ合宿拠点としてのブランド力向上と地域活性

化に取り組んでまいります。 

 

 

 

 



 

 

ア． 売上状況 

宿泊収入 ￥76,163,340－ 

食事収入 ￥50,406,086－ 

施設利用収入 ￥18,220,770－ 

売店収入 ￥463,860－ 

キャンセル料 ￥3,168,300－ 

書籍売上 ￥63,855－ 

合計 ￥148,486,211－ 

 

 

イ． 営業成績及び財産の状況の推移 単位円 

 

区分 第 8 期 

2023 年 4 月 

～2024 年 3 月 

第 9 期 

2024 年 4 月 

～2025 年 3 月 

第 10 期 

2025 年 4 月 

～2026 年 3 月 

総売上高 116,372,657 121,983,018 148,486,211 

経常利益・経常損出 －3,699,723 190,443 11,524,242 

特別損益 618,096 34,861 408,952 

税引前純利益・純損失 －3,081,627 225,304 11,933,194 

当期純利益・純損失 －3,161,627 145,304 11,853,194 

1 株当たりの 

当期純利益・純損失 
－31,616円27銭 1,453円04銭 118,531円94銭 

総資産 191,404,523 237,439,631 241,736,096 

純資産 －146,051,818 －145,906,514 -134,053,320 

 

(3) 今後会社が対処すべき課題 

当社を取り巻く経営環境は、スポーツ・観光需要の回復により改善傾向にある一方で、

物価上昇、人件費増加、エネルギー価格高騰など、依然として厳しい状況が続いておりま

す。また、少子化による競技人口減少や地域間競争の激化など、中長期的な課題も存在し

ております。 

このような状況の中、当社は「スポーツを通じた地域活性化拠点」として持続的成長を

実現するため、以下の課題に重点的に取り組んでまいります。 

第一に、宿泊稼働率の向上であります。夏季を中心に高い稼働率を確保できている一

方、平日や冬季には稼働に改善余地があるため、スポーツ合宿に加え、教育旅行、地域イ

ベント等の受入強化を図り、年間を通じた安定稼働を目指してまいります。 

第二に、施設環境の維持・向上であります。開業から年数が経過し、設備の老朽化に伴

う修繕や更新需要が増加しております。安全性・快適性を維持するため、計画的な修繕及

び設備更新を進めるとともに、利用者ニーズに対応した施設整備を継続してまいります。 

第三に、人材確保と育成であります。宿泊・飲食・施設管理を支える人材の確保が重要

課題となっております。働きやすい職場環境づくりを進めるとともに、接遇力や運営力向

上に向けた人材育成に取り組み、サービス品質向上を図ってまいります。



 第四に、地域連携及びブランド力向上であります。スポーツ団体、学校、自治体、企業

等との連携を深めることで、銚子スポーツタウンの認知度向上と利用拡大を図り、「スポ

ーツ合宿のまち銚子」の実現に貢献してまいります。 

当社は今後も、地域資源を活用したスポーツ振興と地域経済活性化に取り組み、安定し

た経営基盤の確立と企業価値向上に努めてまいります。 

 

II. 会社の状況 

1. 主要な事業内容 

① 宿泊施設及びスポーツ施設の経営 

② スポーツイベントの企画、運営、管理及び実施 

③ スポーツ教室の経営 

④ スポーツ及び健康商品の開発、販売及びレンタル 

⑤ 観光案内に関する業務 

⑥ 観光用土産品の販売業務 

⑦ 一般旅行業、国内旅行業及び旅行代理店業 

⑧ スポーツツーリズム推進による地域活性化に資する事業 

⑨ 人材の教育訓練及び指導並びに学習教材の販売 

⑩ 出版物、印刷物、書籍、学習教材及び文具の製造、販売及び輸入 

⑪ 前各号に関連する一切の事業 
 

 

2. 株式の状況 

(1) 発行株式数及び株主数 

発行する株式の総数 100 株 

発行済みの株式総数 100 株 

株主数 10 名 

 

(2) 大株主 

株主名 当社への出資状況 当社の大株主への出資状況 

所有株式数 議決権比率 所有株式数 議決権比率 

銚子市 50 株 50.00% 0 株 0% 

小倉和俊 37 株 37.00% 0 株 0% 

高木康之 2 株 2.00% 0 株 0% 

上総泰茂 2 株 2.00% 0 株 0% 

谷口博則 2 株 2.00% 0 株 0% 

大里忠弘 2 株 2.00% 0 株 0% 

松本恭一 2 株 2.00% 0 株 0% 

石毛伸一 1 株 1.00% 0 株 0% 

澤田武男 1 株 1.00% 0 株 0% 

高根由充 1 株 1.00% 0 株 0% 
 

 



 

3. 従業員の状況 

在籍従業員 10 名(うちパート 5 名) 

 

4. 取締役及び監査役 

2026 年 3 月 31 日 

会社における地位及び担当又は主な職業 

代表取締役

代表取締役

取締役 

取締役 

監査役 

小倉和俊

大里忠弘

松本恭一

高根由充 

谷口博則 

和光設備(株)代表取締役 

銚子通運(株)代表取締役 

銚子倉庫(株)代表取締役 

(株)エクポージャーラボ代表取締役 

(株)谷口鉄工所代表取締役 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


















